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第1回懇話会での委員意見のまとめと再配置計画の基本方針の検討 

検討分野 施設現状に関する委員意見 検討課題としての委員提言 本計画検討の基本方針 

サンプラザ内の公共施設

の機能について 
・多目的室は運動やダンスに使われている。 

・近年では高齢者の利用が多い 

・活動する人のための貸床機能しかない。 

・市民ギャラリーが狭い。イベント時には、

床の利用が複数階にまたがっている。 

・日常的に使わない場合、大空間は無駄。 

サンプラザ内の商業施設

の活性化について 

郷土資料館の機能の移設

について 

サンプラザ内の施設の管

理運営について 

機能再配置に伴う施設の

改修・整備について 

・バブル崩壊後、空床が増え、個々の店も経

営が厳しい状態にある。 

・建設当初にくらべて公共機能と商業機能の

相乗効果が薄れてきている。 

・現在、利用者が少なく（年間約 4,500人）、

もっと多くの人に見てもらいたい。 

・郷土資料は祖先の生きた証で、地下に移動

させるのがよいかどうか疑問がある。 

・サンプラザの地下は通気性、湿気、カビの

問題等で、郷土資料の保存に不安がある。 

・個々の施設の管理運営が別々。 

・公共施設の事務所機能と活動の場が別々。 

・個店の営業について、それぞれが効率を優

先した結果、全体の営業時間の調整が取れ

ていない。 

・築後 25年経過し、設備が老朽化している。 

・会議室、和室が狭く、遮音性が低い。 

・会議室の備品（机・イス）が古い。 

・バリアフリー未対応の箇所が多い。 

・駅前は交通の便がよいが、その反面、歩行

者空間の利便性は不十分。 

・市民（多世代）の日常の交流の場が必要。

・外から人を呼び込む機能が必要。 

・利用者が発表する場が必要。 

・配置する機能のコンセプトの整理が必要。

・一体的に床を利用できるよう検討が必要。

・小規模な個展に対応する空間が必要。 

・地域商業活動のありかたとして、地域住民

との交流を多く持つべきである。 

・公共機能の方で集客する工夫を凝らすなど

して、商業との相乗効果を図るべき。 

・交流ゾーンと商業とのミックスを図る。 

 

・駅前に移設することを活かし、観光客も誘

致できるような集客機能を持たせるべき。

・郷土資料が目に見える形で活用できる方策

が必要。 

・実際に所蔵品を地下に移設できるのかどう

かの検討が必要。 

・単に施設の再配置を行うのではなく、公共

施設運営のあり方も含めて検討すべき。 

・個々の施設機能の相乗効果が発揮できるよ

うな利用勝手や機能充実を加えるべき。 

・個店の営業時間の調整等図りつつ、独自性

ある店舗を活かす仕組みを構築すべき。 

・再配置の検討と同時に、設備、備品のリニ

ューアルを行うべき。 

・バリアフリー化は駅前立地の利便性を活か

すための基本であり、これを機に改善し、

駅からの歩きやすい空間づくりなど、今後

の施策に波及するよう検討すべき。 

箕面地区の集客・交流に資する公共施設としてのあり方を検討する

＋ 

中心市街地活性化基本計画の基本方針との整合性 

各フロアのコンセプト、施設全体ゾーニングを明確にする 

施設利用の対象・需要、必要な機能・面積等の把握を行い、これらの要件を整理

して、利用効率の高い全体及び各フロアの構成を検討する。 

展示内容・方法を工夫し、集客力向上に資する展開を図る 

展示機能を集客・交流機能と同じゾーンにまとめることで、郷土の歴史・文化の

紹介に加え、観光情報、地域情報、文化活動の情報ゾーンとして機能させる。 

公共施設に外から人（来街者・地域住民）を呼び集める役割を持たせ、人が集う

機会と空間を整えることにより、連鎖的な商業施設等の活性化にもつなげる。 

各フロアのコンセプトに基づいて資料館機能の配置構成を検討する

地下に郷土資料を展示・保管する場合の技術的検証を行う 

施設全体を総合的に管理運営する手法の検討 

・稼働率向上、人を呼び込む方策  
（利用プログラムの合理化・集客イベントの企画） 
・運営の手法 
 （一元管理の手法、民間活力の導入（指定管理者制度等）） 

※施設の改修、整備については、 
 本計画にて再配置計画の基本方針を押さえた上で、 
 施設リニューアルの実施計画を作成する段階において、 
 具体的に調査・検討するものとする。 

多
世
代
が
集
い
、
多
目
的
に
使
え
る 

駅
前
の
集
客
と
交
流
の
拠
点 
本計画 
検討の全体 
コンセプト 

中心市街地全体 
成熟した生活・交流都市とし

ての地域の再生 

箕面駅前 
来街者と市民との広域交流

拠点 
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■みのおサンプラザ等公共施設再配置計画検討懇話会資料 

 

 
 
1.本計画検討の全体コンセプトのイメージ 
 
 
 
 
2.各フロア（ゾーン）のコンセプトのイメージ 

サンプラザ 1号館に集約される様々な機能を、共通するコンセプトごとに整理する。施設全体の機能的なゾーニ

ングを明確にして、再配置の方向性を定める。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3.郷土資料館移設についての検討 － （移設するフロアのコンセプトをふまえた上で） 

 
1）機能移設の問題点と課題 

 問題点 課題 

・Ｂ1に展示・保管する際の通気性、湿気等の問題。 ・改装時に技術的な対処の必要性。 ハード 

・Ｂ1には約 1,700㎡の空床があるが、市民ギャラリ

ー・多目的室等の機能も移設するため、資料館の講

座室機能を移設するには、面積的な限界がある。 

・配置計画の効率化。 

（郷土資料館の講座室と多目的室の機能を兼用す

るなど、有効的な空間利用を図る） 

ソフト ・現状の郷土資料の展示は地域文化の保存と継承が主

な目的で、必ずしも集客が目的ではない。 

・展示内容、方法について、駅前に移設することの意

義を押さえた上で、集客に資する展開を図る。 

 
 

2）郷土資料館を箕面駅前に移設することの意義 

郷土資料館を来街者、地域住民が行き交う場の近くに移設することで、今よりもより多くの人々が郷土の文化

に触れる機会を増やし、「地域の顔」となる交流空間を箕面駅前に創出する。そのためには、人々の集いの空間に

併設すると共に、見て触れて親しめる体験型の展示方法など、来街者・地域住民の箕面のまちに対する興味と理解

を深める仕掛けが重要である。また、理解を深める上では、歴史の積み重ねの中で今日のまちが形成されてきた、

一連のストーリーがわかる展示内容にすることが効果的である。 

箕面駅前には箕面市の都市化、観光地化の基点としての歴史があり、それを駅前の公共施設にて展示、伝承す

ることには立地的な意義もあると思われる。 

 
 

3）郷土資料館のコンセプトのイメージ 

 
①箕面のまち、ひとの歴史 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 

②現在の姿 

・人々の姿 

・暮らしの風景、まちの資産（まちのランドマークや、箕面山、箕面川の自然等） 

・まちの情報（商業・観光の分野と連携） 

 

③明日に伝える 

    ・地域教育、文化講座 

 
 

 

公共機能再配置のコンセプトのイメージ案 

多世代が集い、多目的に使える 駅前の集客と交流の拠点 

 自然 

 近代の箕面  農村社会 

地理条件 観光要素 

変遷 

 集落の形成 

発展 

風土条件 

・箕面市の歴史の流れ

と文化形成について

の解説。 

・稲作文化が培った人々

の暮らしの風習。 
・箕面有馬電気鉄道（阪

急箕面線）の開通には

じまる都市化。観光地

化・住宅都市への変遷、

都市の拡大、再開発等。

●新たに加味する展示要素 

●従来からある展示要素（民俗風習） 

現
在
・
明
日
へ 

集客施設と交流施設の 
相乗効果によって、 
人が集う場となるゾーン 

さまざまな市民の活動の 
舞台となるゾーン 

事務所機能集約のゾーン 

さまざまな目的で人が集うゾーン 

※商業ゾーンの活性化策の一つとして、2 階にある空店舗のスペースを小規模のギャラ
リーとして貸与する。日常的な芸術活動の発表の場を設けることで、交流スペースや

商業施設とのつながりを持つ集客要素としての発展をめざす。 

※大規模な面積が確保できることを利用し、市民ギャラリー・多目的室及び、郷土資料

館の機能を移設して、箕面駅前において「地域の顔」となる交流空間の創出をめざす。※施設利用やイベント

開催等の総合的な情

報発信機能を設置し

て、利便性を高め、

駅前情報発信拠点と

しての充実を図る。 

 近世の箕面 

文化 

（箕面山） 

・箕面山にまつわる 
 歴史上の著名人の足跡 
 や逸話。 

郷土文化の形成 

展示の仕方 
（常設展示） 

農村社会での人々の暮らしぶりや、箕面駅前の都市

形成過程の街並みなどを、展示装置の設置による空

間演出や、パネル展示等で表現する。 
（企画展示） 
  貴重な資料的価値のある収蔵品を、直に触れられな

いよう措置を取って公開する。 

※昔の生活道具の使い方等（体験学習） 
 お年寄りの知恵を孫の世代へ（多世代交流） 

滞留性、目的性の強い施設の 
誘致をめざすゾーン（医療施設等）

平成 17 年 2 月 18 日 
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近代の箕面

近代の街並

　　　  農村社会
（稲作文化・民俗風習）

歴史年表

集落
の形成

（考古資料展示）

農家の
居間

（休憩）

（休憩）

（休憩）

　 寺子屋
（昔の教室）

体験学習室

企画展示スペース

箕面山の四季・近世の箕面

　　　 
収蔵庫（民俗資料・考古資料・農機具等）
　　　　　　　（207㎡）

稲作の風景

  荷解室
（42㎡）

資料整理室

管理室兼
道具置場

ま
ち
の
風
景
・
暮
ら
し
の
風
景

集いの場
まちの情報

案
内

サークルホール市民ギャラリー

ＷＣ

ＷＣ

ＥＶ

ＥＶ

郷土資料館の
講座室として活用

倉庫

倉庫

倉庫

エントランス
　 ホール

エントランス
　 ホール

市民ギャラリーとして
使用していないときは、
集いの場として解放

（314㎡） （314㎡）

（20㎡）

（19㎡）

（19㎡）

（76㎡）

（88㎡）

（21㎡）

（46㎡）

防災
センター

■みのおサンプラザ等公共施設再配置計画検討資料

みのおサンプラザ1号館Ｂ1階レイアウトのイメージ案 1：300

赤い文字　…　内装の題材（空間演出）→「郷愁」「非日常」などの空間体験を演出
  （休憩）　 …　座ることができるスペース

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ
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6
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6
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6,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 7,000 3,800

売 店

…　郷土資料館常設展示（304㎡）
…　エントランスホール・中央廊下（310㎡）

箕面市の都市のなりたちの紹介（郷土資料館常設展示）

・箕面有馬電気鉄道（現在の
　阪急箕面線）の開通に始ま
　る箕面駅前の都市化の変遷
　の紹介。
・箕面駅前の明治・大正の街
　並みを垣間見ることができ
　るような空間演出や、箕面
　動物園などの観光地開発を
　経て住宅都市として成長す
　るに至った都市のなりたち
　の模型等、効果的な展示方
　法を工夫する。

まちの情報スペース

・観光情報、地域情報等、箕面
　のまちの現在の姿を、休憩で
　きる集いの場でくつろぎなが
　ら見ることができる空間を設
　置する。
・また、観光ボランティアの活
　動拠点（情報拠点）となるよ
　うな機能を検討する。
・隣接して売店（グッズ等）を
　設置する。

市民ギャラリー・多目的室及び、郷土資料館の機能を集約し、
箕面駅前の「地域の顔」となる交流空間の創出をめざす。

市民ギャラリー・サークルホール

・多目的室、市民ギャラリーの機能をもつ広い交流空間を設
　置する。
　可動間仕切を用いて、全体を一体的に使う場合や複数のブ
　ースに仕切る場合に対応出来るようにする。

体験学習室

・地域教育の機能を担い、子どもの体験
　学習や地域文化の小講義等に使う。
　昔の教室や寺子屋のような、郷土文化
　の継承の場所として雰囲気のある内装
　を工夫する。　

民俗文化の紹介

農家の居間コーナー

・茅葺小屋風に展示
　　　空間を演出する。　

・農村社会の中での人々の暮らしぶりが
　分かるような空間演出や展示装置の設
　置を工夫する。

企画展示
スペース

・収蔵してある貴重
　な郷土資料を展示
　ケースで展示する。

収蔵庫

・温度・湿度を一定に保ち、ハロゲンガス
　消火にするなど、郷土資料の保管庫に適
　した空調、消火設備を整える。

※歴史年表のガラスアートを配置
　

※写真はイメージ

※箕面山の四季に
　彩られた
　ノスタルジックな
　内装の廊下

平成17年2月18日
第2回検討懇話会
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 子ども活動等での
 屋外の広場空間と
 屋内の施設機能との
 一体的な有効活用

子育て支援センター

（154㎡）

プレイルーム

（81㎡）

子ども活動
支援拠点

（40㎡）

フリースペース

ＥＶ
ホール

倉庫

Ｗ Ｃ
DS  PS
  EPS 機械室

機械室

エント
ランス

屋上広場

屋上広場

ＤＳ

ＥＶ
機械室

民間貸与

（400㎡）

Ｅ
Ｖ

Ｅ
Ｖ

ＷＣ

ＤＳ　ＥＰＳ

機械室
ＥＶ
ホール

会議室会議室

音楽
スタジオ

和室

和室

Ｅ
Ｖ

ＤＳ　ＥＰＳ

機械室

ＥＶ
ホール

倉庫

倉庫

（70㎡） （66㎡）

（21㎡）

板の間

（22㎡）

（32㎡）

（32㎡）

（15㎡）

（12㎡）

ＷＣ

大会議室

（260㎡）

集会機能に加え、集客イベ
ント等の開催場所として利
用できる

まつり
事務局
事務室

（43㎡）

情報文書課
　  統計

（83㎡）

郷土資料館
   事務室
（48㎡）

資料閲覧室

郷土資料
   書庫

青少年
指導
センター

相談室

（32㎡）

（24㎡）

（66㎡）

（44㎡）

倉庫

（12㎡）

印刷室

（15㎡）

民間貸与

（400㎡）

ＥＶ
ホール

Ｅ
Ｖ

ＷＣ

ＤＳ　ＥＰＳ

機械室

ＥＶ
ホール

Ｅ
Ｖ

ＷＣ

ＤＳ　ＥＰＳ

3階（子育て・子ども活動）
4階（文化活動）（貸室）

5階（行政事務所）

7階（民間貸与） 8階（集会・集客イベント）（貸室）

… さまざまな市民の
　 活動の舞台となる
　 ゾーン

… 事務所機能集約の
　 ゾーン

… さまざまな目的で
　 人が集うゾーン

※郷土資料館の事務所機能を移設。

6階（民間貸与）

倉庫

（13㎡）

（40㎡）

音楽
スタジオ

音楽
スタジオ

（21㎡）

（27㎡）

※音楽活動に対応した
　専用室を設ける。

※写真は
　イメージ

※子ども活動等の専用室を
　設ける。

プレイルーム

音楽スタジオ

ＥＶ
ホール

Ｅ
Ｖ

ＷＣ

ＤＳ　ＥＰＳ

機械室

■みのおサンプラザ等公共施設再配置計画検討資料

みのおサンプラザ1号館3～8階公共床再配置レイアウトのイメージ案 1：300
平成17年2月18日
第2回検討懇話会
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